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新しい時代へ
支所長 垰田 宏

四国はスギ・ヒノキ林業の先進地であり，戦
後の木材不足を背景とした拡大造林の結果，ス
ギ・ヒノキの人工林の比率が極めて高くなって
います。しかし，豊富な森林資源を利用し次の
世代のために造林を続けた結果が，現在では必
ずしも評価されていません。これを四国の森林
の重荷と見るか，財産とするか，今後の取り扱
い次第ではないでしょうか。
国内林業が不振である理由を数え上げるのは
簡単ですが，何の解決にもなりません。世界の
木材不足はいっこうに解消されていないし，森
林の保護と再生の要請は林業界への追い風と
なっているはずです。それでもなお，地場産業
としての林業が衰退しているというのは，何か
大切なことがらを見落としているからに違いあ
りません。

研究の対象

森林施業と言えば，下刈りや間伐など，ある
林分の保育や改良を目的とするものにこだわり
がちで，地域の自然条件，社会的環境や森林の
目的といった要素が考慮されない傾向がありま
した。
地球的規模であるか，一流域の範囲であるか
を問わず，様々な林分の集合として森林を捉え
る視点が必要です。例えば，人工林で樹種を増
やすような施業を行うより，付近に自然林を残
しながら人工林は木材生産に徹するなど，多様
な森林の配置を可能とする施業のあり方を検討
することが必要です。

マニュアルは必要か？

森林の適正な取り扱い方のマニュアルを作れ
という要請があります。しかし，その考えが地
域に適した林業をだめにしてしまったのではな
いでしょうか。現場で森林を見て判断する能力
と対応できる技術こそ必要なのです。
研究者側から施業方法を提示するときに示し
た一例が最良のものとして受け取られることが
あります。すべてのスギが無節の芯持ち柱を目
指すわけではなく，枝打ちの高さは地域で必要
とする玉切り寸法で決ります。マニュアルを作
るという考えは捨てましょう。

予測する能力を

独立行政法人森林総合研究所の設置目的は，
研究を通じて森林の保続培養を図り，林業技術
の向上へ寄与するとされています。では，研究
の成果とは何でしょうか。それは森林をとりま
く自然界の法則を見出し，変化を予測すること
に他なりません。
予測は，一つの林分から四国全体まで，様々
な大きさで行う必要があります。また，予測に
必要な入力パラメータが気候や土壌条件のよう
な自然条件に偏りがちであった過去を反省し，
市場の動向などの社会条件を考慮することが必
要です。特に，政策決定にかかわる 利害関係
者 とは下流の都市住民を含めたすべての人々
であることに留意すべきです。
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本年 月より，森林総合研究所の支所の旧研

究室はすべて研究分野ごとのグループに衣替え

となり，四国支所も造林，林地保全，保護，経

営の 研究室体制から，森林生態系変動研究グ

ループと流域森林保全研究グループの つの研

究グループで構成されることになりました。こ

のほか，プロジェクト課題や実行課題の推進を

担当するチーム長が 名（複層林生態管理担当

および源流域森林管理担当）配置されました。

また，四国支所では，支所長を補佐し，研究の

調整などを行う研究調整官のポストが増え，研

究職では 名の増加となりました。一方，事務

部門ではネットワークを利用した会計システム

の導入などによって業務の効率化をはかること

から， 名減となりました。

（連絡調整室長 高野 勉）

職員の新しい人員配置と新組織図
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森林総合研究所では，本年 月の独立行政法
人への移行に伴い，研究課題を改変しました。
平成 年度からの中期計画では，科学的知識の
集積をはかりつつ，行政的，社会的ニーズに関
連した分野横断的かつ総合的研究を推進するた
め， の重点研究分野を掲げています。四国支
所では，このうちの 多様な公益的機能の総合
発揮に関する研究 分野に重点的に取り組むこ
ととし，研究項目 豪雨・急傾斜地環境下にお
ける森林の機能を持続的に発揮させる管理手法
の開発 を設定しました。この研究項目では，
豪雨頻度が高く急傾斜地が多い四国地域の森林
を対象として，立地環境特性や水質の解析，生
物多様性の解析，病害虫の防除技術，森林資源
の持続的保全技術などに関する研究を通じて，
森林生態系変動予測技術の高度化及び森林の持
つ多様な機能を持続的に発揮させる森林管理手
法の開発を目指した つの実行課題を設けて研
究を推進します。また，研究項目 多様な森林
機能の調査・モニタリング技術の開発 におい
て，リモートセンシングによるより高精度な森
林情報の解析技術の開発を目指した実行課題を
推進します。これらの他，本所の専門研究領域
や他の支所と四国支所間にまたがるプロジェク
ト研究など多数の課題に参画しています。

（研究調整官 加藤正樹）

実行課題名 急峻山岳林における立地環境特性
の解析と複層林への誘導のための森林生態系変
動予測技術の高度化（平成 年度）
省力的で環境保全効果の高い森林管理手法と
して複層林施業が注目され，人工林化の進んだ
四国地域においても各地に導入され始めていま
す。四国は急峻な地形のもと，亜寒帯から亜熱
帯までの気候帯の森林が分布し，太平洋側の豪
雨地帯から瀬戸内側の少雨地域を含み，自然条
件や社会的条件が多様な地域です。複層林施業
導入の可否や適切な管理手法を決定するために
は，この多様な立地環境と近隣に分布する天然
林の維持・再生の仕組みの把握，各種複層林の
発達過程，林業経営面からの解析，さらに流域

河川への影響等の幅広い解析や評価が必要で
す。この実行課題では，これら多分野にわたる
要素を調べ，複層林や他の森林施業に適した場
所をマッピングするための研究を行います。

（複層林生態管理チーム長 田淵隆一）

実行課題名 高度に人工林化された河川源流域
における地域森林資源の実態解明（平成
年度）
針葉樹人工林が卓越する四万十川源流域をモ
デル地域として，生物多様性を含む森林資源の
推移と，その利用実態を明らかにします。そし
て，地域の森林の全体像と役割，あるべき未来
像を，国民に対して広くアピールするための方
法を提案します。そのために，衛星画像データ
や地理情報システムの活用，インターネットを
利用した情報発信など，高度な情報技術（ ）
を導入して研究を進めます。木材資源の生産・
蓄積はもちろん，地域および都市住民のレクリ
エーションや野外学習の場としての森林の役割
についても調査します。また，原生的森林や貴
重な二次林の分布，動植物の生息状況，生態系
における森林生物の役割にも注目し，森林がも
つ多様な価値を評価します。

（源流域森林管理チーム長 前藤 薫）

実行課題名 高精細センサーによる森林情報抽
出技術の高度化（平成 年度）
森林生態系が持つ炭素固定機能や気候形成機

能が温暖化防止に果たす役割として期待が高
まっています。このような森林生態系の機能を
評価するためには，その 次元構造や分布など
の森林情報を広い範囲で捉える必要がありま
す。リモートセンシングは，その広域性，周期
性から，森林情報を観測する有効な手段として
期待されています。本課題では，森林の機能評
価に必要となる情報を抽出するため，新規に開
発された解像度 の高精細衛星センサーを用
いて，森林分布やバイオマスを把握する手法を
開発します。さらに，レーザーにより 次元構
造を計測するセンサーを用いて，地形の情報，
葉群や幹枝の構造に関する情報を抽出する技術
を開発します。
（流域森林保全研究グループ長 平田泰雅）

四国支所の新たな研究方向
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出前講座の案内
森林総合研究所四国支所では，森林と林業に
関する講演，勉強会などへ研究者を講師として
派遣する 出前講座 を始めました。対応可能
な講座題目の例や，手続きなどについて，支所
ウェブサイトにてご覧になれます。
（ ）

支所関連行事・会議
第 回四国地区林業技術開発会議
平成 年 月 日，高松市
参集範囲 四国 県の林業行政機関および試
験研究機関，四国森林管理局，林木育種セン
ター関西育種場，森林総合研究所四国支所

関西地区林業試験研究機関連絡協議会第 回
総会
平成 年 月 日 月 日，京都市
参集範囲 関西地区（東は石川県，三重県か
ら，西は中国，四国まで）の林業関係公立試
験研究機関

日本林学会関西支部大会の四国開催
本年の日本林学会関西支部大会は香川県で開
催されます（四国支所も，大会役員及び運営委
員として協力しています）。本大会は，正式に
は 日本林学会関西支部，日本林業技術協会関
西・四国支部連合会合同大会 と称し，高松市
内において以下の日程で行われる予定です。
期日 平成 年 月 日 ， 日
第 日 総会，特別講演，レセプション

（於 讃岐会館）
特別講演演題
遺跡から出土する遺存植物について

講師 四国学院大学文学部教授 松本 豊胤

第 日 研究発表（於 香川大学教育学部）

大会事務局 香川県農林水産部林務課内
（事務局長 小谷）

（代表） 内線
（直通）

人事異動（平成 年 月 日付け）
転出

佐々 朋幸（支 所 長）
本所研究管理官
（総合発揮・地球環境研究担当）

中田 雅人（庶 務 係 長）
関西支所庶務課長補佐

根本 成雄（会 計 係 長）
本所企画調整部
研究評価科評価情報係長

山中 美和（庶 務 係）
本所総務課

転入
垰田 宏（支 所 長）

本所森林環境部 植物生態科長
加藤 正樹（研究調整官）

本所森林環境部 土壌物理研究室長
平田 泰雅（流域森林保全研究グループ長）

本所森林経営部 遠隔探査研究室
福田 智数（庶 務 係 長）

本所施設管理課 営繕第二係長
福光 正和（庶 務 係）

多摩森林科学園 会計係

職員のメールアドレスの変更について
これまで，四国支所職員のメールアドレス
は ＠ となっていま
したが，今年度から支所職員も本所と
同 じ ド メ イ ン ネー ム に 統 一 さ れ，
＠ を使うことになりました
（四国支所の場合， の部分が に
変わりました）。 の部分はそのままです。
以前から使用している“ ”もしばらく
は使用できますが，職員本人からの連絡がない
場合には，新しいアドレスに変更願います。
なお，四国支所宛のメールアドレスの

＠ ならびに支所ウェ
ブサイトのアドレス
はそのままで， を に変更する必
要はありません。
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